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近年、思考や行動に伴う脳波の変化によって外部機器を制御する脳-コンピュ
ータ・インタフェース(Brain Computer Interface,-BCI)の研究が盛んに行われ
ている。従来の BCI 研究では既知の脳波変化を利用するためにあらかじめ特定
の周波数領域と頭部部位を限定しておく手法が主流であった。しかし、脳波は
個人差や時間差によって大きく変動する性質があり、特定の脳波変化の抽出に
限定した BCI の場合、ある被験者では利用できるが他の被験者では利用するこ
とができないといった問題点があった。本研究ではこの問題点を改善するため
に２つの BCI の構築を行った。１つは脳波の特定の周波数と頭部部位をあらか
じめ限定することなく、全周波数と前頭部位を網羅的に探索するシステムであ
る。この探索型 BCI では特定の行動をとったときの脳波とリラックスした開眼
状態の脳波を測定し、そのうち最も変化が見られた周波数と測定部位を探索抽
出する。最終的に抽出された周波数領域・測定部位の脳波を用いて外部機器を
制御した。探索型 BCI を運用した結果、事前の設定無しで被験者の閉眼状態の
後頭部 α 波優勢による脳波変化を抽出し、この変化を用いて機器を制御するこ
とに成功した。しかし、この単純なシステムでは脳波変化の検出を振幅パワー
の差分によって行ったため、比較的小さくあいまいな脳波変化の検出は困難で
あった。それは、筋電のようなアーティファクトや α 波のように大きな脳波変
化の影響によるものである。こうした問題点に対応するために、複数の周波数
と頭部部位の組み合わせをルールとして用意し、簡略型ファジィ推論を用いた
BCI を開発した。この簡略ファジィ推論を用いた BCI では事前知識を入れ込ん
だ非学習型と事前知識を用いない学習型の 2 つのシステムを構築した。非学習
型では従来通りのファジィ制御を踏襲し、メンバシップ関数を既知の情報から
特定の行動に合わせて適合度が高くなるように設定して、特定の行動に伴って
外部機器が動作するように設計した。学習型では特定の脳波とそのときの理想
的な出力値をシステムに学習させることによって特定の脳波パターンとリンク
した。ファジィ推論を用いた BCI では、学習による脳波特徴変化の探索と事前
知識によるルールの作成を柔軟に組み合わせることで、探索型 BCI では検出す
ることができなった右手の運動に伴う変化を検出することができた。 
 
